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会議名 令和５年度 第１回介護予防・日常生活支援総合事業部会 

事務局 福祉部高齢者施策推進室地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和５年 ７月２０日（木） 

開 催 時 間 午前 ２時００分 ～ 午後 ４時００分 

開 催 場 所 足立区役所 南館１２階 １２０３会議室 

出 席 者 

吉清 健太郎 委員 伊藤 好美 委員 石引 力也 委員 

中村 輝夫 委員   

欠 席 者 賀川 幸英 委員 大竹 吉男 委員  

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・次第 

・出席名簿（令和５年７月２０日現在） 

・【資料１】Ｚｏｏｍでオンライン体操教室・はじめてのスマホ教室の

事業見直しについて 

・Ｚｏｏｍ・スマホ開始経緯 

・Ｚｏｏｍでオンライン体操教室事前説明会 アンケート集計結果につ

いて 

・Ｚｏｏｍでオンライン体操教室事前説明会アンケート 

・Ｚｏｏｍ事前説明会アンケート集計結果 

・Ｚｏｏｍでオンライン体操教室事前説明会テキスト 

・【資料２】令和５年度「ぱく増し」事業の取り組みについて 

・頼れるドクター 

・長寿医療だより（Ｒ５年７月） 

・ぱく増しハガキ案 

そ の 他 
 



○事務局 本日はお忙しい中ご参加いた

だきまして、誠にありがとうございます。

本日の司会は、地域包括ケア推進課介護

予防生活支援担当の河内が担当させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 資料の確認をさせていただきます。皆

様にお送りさせていただいた資料は、メ

ールで一部送らせていただいたのですが、

いろいろ補足説明資料を作っていたとこ

ろ、送ったものより多くなってしまって

いる部分もあるのですが、簡単に資料の

確認をさせていただきます。 

 まず初めに、一番上にあります、次第

「令和５年度足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議 第１回介護予防・日常生活支

援総合事業部会」と書いてあるものです。

では、１枚めくっていただきまして、続

いて名簿です。こちら、本日、今回４名様

に参加いただいているのですが、副会長

の賀川先生につきましてはご用事があり

まして、今回はご欠席ということで先日、

ご連絡がありました。また、４番、ボラン

ティア連合会の大竹先生なのですが、こ

ちらは本日急遽お電話があって、足をけ

がしたということで、今回は欠席となっ

ております。名簿のほうは、すみません、

修正できていないのですが、そのように

よろしくお願いいたします。 

 では続きまして、次の資料です。資料

１「Ｚｏｏｍでオンライン体操教室・は

じめてのスマホ教室の事業見直しについ

て」でございます。こちらの１枚は、メー

ルで送らせていただいた資料になるので

すが、補足資料がございまして、そちら

をご紹介させていただきます。１枚めく

っていただいた、次のまたＡ３の資料に

なります。こちら、Ｚｏｏｍ・スマホ事業

の開催が始まった経緯というものになり

ます。 

 続きまして、その後ろです。「Ｚｏｏｍ

でオンライン体操教室事前説明会 アン

ケート集計結果について」。Ａ４の紙を

つけさせていただいています。続いてそ

の１枚後ろが、アンケートの現物となっ

ています。続いて、その次がＡ３の資料

が２枚ございまして、Ｚｏｏｍでオンラ

イン体操教室事前説明会のアンケート結

果の円グラフで、グラフが書いてあるも

のと、その後ろが表が並んでいるものな

のですが、Ｚｏｏｍでオンライン体操教

室事前説明会の実際の参加者の内訳とし

て入れさせていただいています。資料が

多く、大変申し訳ございません。 

 続きまして、Ａ４の縦の資料になりま

すが、こちらはホチキスどめのもので、

「足立区ＺＯＯＭ教室」と上に書いてあ

ります。これはＺｏｏｍの事前説明会で

お配りしている資料の現物となります。

写しとなります。こちらでＺｏｏｍに関

する資料は以上となります。 

 続いて、メールで送らせていただいた

資料の２。クリップどめにさせていただ

いています縦書きのもので、「令和５年

度『ぱく増し』事業の取り組みについて」。

こちらが１枚ありまして、次をめくって

いただきまして、各種発行物のサンプル

なのですが、まず１枚。『頼れるドクター』

の表紙の、カラーで刷っているＡ４、１

枚のものです。その次に、後ろに畳んで

あるのですが、「あだち長寿医療だより」、

広報誌です。こちら青い、水色のものに

なります。そして最後に、Ａ４縦の資料

で「ぱく増し」商品のアンケートの案と

なっております。こちらは１枚の資料と

なっています。 

 以上でございますが、不足等ございま



したら、事務局にお声がけください。特

に、ない資料、ございませんでしょうか。

たくさんありまして申し訳ありませんが、

ありがとうございます。 

 では続きまして、この会議ですが、足

立区地域包括ケアシステム推進会議、介

護予防・日常生活支援総合事業推進部会

の設置要綱第６条により、委員の過半数

の出席により成立いたします。委員の皆

様は６名中、ここに本日４名ご参加いた

だいたということで、成立とさせていた

だきます。では、皆様からの活発なご意

見、ご質問をいただくため、迅速な会議

進行にご協力いただきますよう、よろし

くお願いいたします。 

 なお会議録作成のため、また公開する

こととなっておりますので、申し訳あり

ませんが記録の関係上、録音させていた

だきたいと思いまして、ご発言の前には

お名前をおっしゃっていただけるよう、

お願いいたします。 

 それでは吉清部会長から、開会のご挨

拶をお願いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

○吉清部会長 皆様、はじめまして。改

めまして、こんにちは。足立区社会福祉

協議会基幹地域包括支援センター、地域

福祉課の吉清と申します。地域福祉課の

ほうにはこの４月から異動してまいりま

して、今回部会長ということで何分初め

ての経験でありますので、進行に不手際

等あると思いますが、どうぞご理解いた

だいて、スムーズな進行にご協力いただ

ければ幸いでございます。 

 また、介護予防・日常生活支援総合事

業推進部会なので、この部会の名前にあ

りますとおり、今回、介護予防の話が、河

内係長と黒川係長から事前に資料をいた

だいて、そこの議論を今日主に行ってい

くのですが、総合事業のことについても、

この部会で検討するということに、中身

としてはなっていますので、第２回目に

向けて、後半に、少しそういうお話の時

間が設けられればというふうにも思って

いますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局 吉清部会長、ありがとうござ

いました。 

 では、ここからは議事進行を吉清部会

長にお願いいたしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○吉清部会長 それでは吉清のほうで進

めさせていただきます。次第に従いまし

て進めさせていただければと思いますが、

まず次第の２、議題の（１）「令和５年度

Ｚｏｏｍでオンライン体操教室の本格実

施について」ということで、河内係長の

ほうからご説明をお願いできますでしょ

うか。 

○事務局 介護予防生活支援担当の河内

より、議題（１）「令和５年度Ｚｏｏｍで

オンライン体操教室の本格実施について」

説明させていただきます。 

まず資料、先ほどたくさん紹介させて

いただいたのですが、Ｚｏｏｍでオンラ

イン体操教室というものは今年度から始

めさせていただいたのですが、理解して

いただくために、まず先に地域包括ケア

推進課で実施している介護予防事業全体

の中で、このＺｏｏｍの教室というのは

どういうふうに位置づけられているのか、

その辺りを簡単にご説明させていただけ

ればと思います。 

 では、資料「Ｚｏｏｍ・スマホ事業開催

の経緯について」をご覧いただけますで

しょうか。２枚目のＡ３の資料になりま

す。 



 こちらの資料、横書きになっていまし

て、左から右に向かって進んでいく資料

になります。古くから介護予防事業とい

うのは、運動ばかりの時代があったわけ

なのですが、令和２年度にフレイル予防

という、運動だけでなく、口腔、栄養、社

会参加。そういう要素を取り入れること

が必要となりまして、足立区の介護予防

事業としても令和２年度に大幅に見直し

ました。そのため、この左側の縦の列は

令和２年度からスタートし、昨年の令和

４年度までとしています。事業としては、

今表示している１番から下の１１番まで、

現在も変わりなく実施しているところで

す。 

 １番から９番「パークで筋トレ・ウォ

ーキング教室」までにつきましては、推

進会議でも実施結果を報告させていただ

いておりますので、詳細の説明は割愛さ

せていただければと思います。１０番の

「あだち・らくらく体操放送」。こちらは、

Ｊ：ＣＯＭに委託し放送しているもので

す。また、地域包括支援センターが独自

にやっていただく介護予防教室。そうい

ったものも一体的にやっているので、こ

ちらは初めてお見せする事業となります。 

 このような事業を実施していく予定で、

令和２年度、大幅に見直したのですが、

コロナがありまして、事業の中止がかな

り続いたため、真ん中の「課題」と書いて

ある列にあるような、様々な問題点が見

えてきました。①にありますのは、まず

コロナですとか、今でもあります、熱中

症アラートが出ていますが、猛暑。猛暑

が出ると先ほどの９番のパークで筋トレ

などは公園でやっているのですが、逆に

それで中止となるパターンもあります。

そういった、いろいろな事情による事業

の中止がありますことと、あとは新しい

方々です。 

 介護予防の取組みに興味はあるけれど

も、今、介護予防は集合型の事業が多い

のですが、そういったところで参加が苦

手で１人でやりたいという方も一定数い

ることが分かりました。また、コロナに

よって長引く外出自粛がありまして、そ

れがもとで外出が困難になっている方が

いるというのも、包括支援センターの実

態把握等で聞いておりますので、そうい

った方々への支援をどうしていくのかと

いった課題も見えました。 

 先ほど申し上げました、あだち・らく

らく体操。こちらがＪ：ＣＯＭで放送し

ているものなので、見るだけでできると

いうことなのですが、そもそもＪ：ＣＯ

Ｍ足立の契約が必要なので、どれくらい

の方が契約できているかというのが課題

となります。 

 そのような理由がありまして、介護予

防事業を提供できていない層が今、現状

いるということが把握できたので、そう

いった方々のためにも、既存の事業をや

るだけではなくて、参加できていない人

たちの機会を創出する必要があるのでは

ないかということで、右側の令和５年度

となりますが、新規追加とさせていただ

いたのが、今回、Ｚｏｏｍでオンライン

体操教室ですとか、はじめてのスマホ教

室。そういった位置づけとなっておりま

す。 

 では、資料の１番に戻らせていただき

たいと思います。番号に沿って説明いた

しますと、１番の「目的」につきましては、

先ほど説明した課題の部分と同じ内容と

なっております。続きまして２番の「令

和５年度実施事業」ですが、この新しく



始まった４事業です。Ｚｏｏｍを使った

体操教室というのはオンライン上なので

すが、それ以外の説明会ですとか、あと

は、はじめてのスマホ教室は対面型の集

合していただく事業として開催しており

ます。 

 定員はどの事業も２０名でやっており

まして、各教室、時間数は様々用意させ

ていただいています。Ｚｏｏｍでオンラ

イン体操教室がもともとスタートの起点

になっておりまして、ただそちらに参加

しづらい方々、Ｚｏｏｍが苦手な方向け

に事前説明会。さらに、そもそもスマホ

が苦手な方、初心者の方向けに、はじめ

てのスマホ教室を、基礎コース、体験コ

ースという順で、レベルを落としてと言

ったら変ですが、幅広く参加していただ

くように計画を予定していました。 

 続きまして、下の【開催イメージ】なの

ですが、こちら、足立区が大変広いので、

事業自体は区全体を５ブロックに分けて、

均等に参加いただくように事業設計をし

ています。 

 まず、はじめてのスマホ教室につきま

しては、基礎と体験と書いてある列があ

りますが、基礎コースが３コース、３カ

所。体験コースが２カ所ということで、

計５カ所開催しています。Ｚｏｏｍの事

前説明会は５ブロック全体で行いますの

で、５カ所やっているということになり

ます。最後に、Ｚｏｏｍ本体の体操教室

自体は毎週水曜日に開催しているので、

こちらも多くて５週開催している場合は

月５回ということで、全部合わせますと

だいたい月に１５会場、事業をやってい

るというような規模をイメージしていた

だければと思います。 

 実際、事業は６月から開始となったの

ですが、早々に課題が見えてきまして、

３番の「課題」にありますように、目標が

Ｚｏｏｍでオンライン体操教室の参加者

を増やしたいというところではあるので

すが、実際に開催してみたところ、初心

者向けのはじめてのスマホ教室は定員を

超えるぐらい、かなり人気ではあるので

すが、こちらに参加が集中してしまって

いる状況であります。 

 また、はじめてのスマホ教室でもいろ

いろＷｉ－Ｆｉ、ＬＩＮＥですとか、そ

ういった使い方の具体的なことを学べる

基礎コースと、本当に最初の体験として、

ＹｏｕＴｕｂｅ、脳トレとかを体験して

いただく体験コースと分けてはいるので

すが、実際受付をしているセントラルス

ポーツから聞くと、特にどちらかを選ん

でというふうに分かって申し込んでいる

方がほとんどいない。どちらでも学びた

いから来るというような、あまりこの立

てつけが明確にはなっていないというこ

とが分かりました。 

 また、Ｚｏｏｍの本番の体操教室も毎

週水曜日、固定しているのですが、場合

によっては水曜日が絶対に参加できない

という方も中にはいらっしゃるかもしれ

ない。そういうところの可能性が課題と

して見えてきましたので、このような課

題を解決するため、来年度事業の実施方

法を見直すことを検討しています。 

 右側の４番に進めさせていただきます。

令和６年度、来年度の実施事業（案）です

が、こちらはＺｏｏｍで体操教室を必ず

体験していただけるような流れの枠組み

として考えさせていただきました。また

併せて、先ほど言った、はじめてのスマ

ホ教室。コースを分けるのではなく、統

合して整理するかたちでカリキュラムを



見直させていただこうと思っております。 

 その下にあります【教室案】というと

ころです。「３事業に分かれていたもの

を１事業にまとめる」と書いてあります

が、こちら、はじめてのスマホ教室と、Ｚ

ｏｏｍで体操事前説明会、そしてＺｏｏ

ｍで体操を、１回の講座で全部体験でき

るように開催したいと考えております。

この四角１つ、１開催につき３時間の開

催となりますが、一見長いように見える

かと思うのですが、６月の開催時に一応、

施設の予約上、はじめてのスマホ教室が

終わった後の時間でＺｏｏｍの事前説明

会、予約をしていて、せっかくなので、よ

かったら参加してくださいとご紹介した

ところ、結構な方が参加、そのまま残っ

ていただいたのです。はじめてのスマホ

教室、２時間やっていたものと、Ｚｏｏ

ｍでオンライン体操教室１時間。３時間

いていただける方も一定数いたので、こ

の流れで、その中に体験として、Ｚｏｏ

ｍの体操も入れてみようと。そういった

ところで検討していきたいと思いました。 

 ただ、教室として体験するだけではな

くて、結構反響がよかったのですが、終

了時に個別相談の時間を設けて、様々な

スマホの悩みですとか、そういったとこ

ろも意外と、参加してよかったというお

声があったので、そちらを最後の３０分

を設けて、それができるから体操もやっ

ていただいて、Ｚｏｏｍの使い方も覚え

られる、といった、一遍に体験していた

だくような考えで設定しました。 

 ただ、Ｚｏｏｍで体操教室というのは、

この集合型の方だけではなくて、広報等

から見て、直接Ｚｏｏｍの体操だけやり

たいという方も参加できるように、そこ

は引き続き申込みを受付けする予定です。 

 次の、下にあります【開催例】。「ブロ

ックごとに週・曜日を分けて開催する」

という部分なのですが、こちら、５ブロ

ックで１回ずつやるという開催方法は、

これまでと同様です。ただ、曜日を水曜

日に固定せず、分けて開催するため、曜

日固定で参加できない方も参加できる機

会というところに配慮させていただいた

ところです。 

 下にありますが、（３）のところになる

のですが、Ｚｏｏｍで体操教室の定員は

今まで２０名でやっていたのですが、先

ほど申し上げたとおり、教室に来た方２

０名と、あとは一般のＺｏｏｍだけ参加

したい方、合わせると４０名近くになる

ので、それも参加できるように、定員の

枠は少し大幅にしようかなと考えていま

す。 

 （４）のＺｏｏｍの体操教室につきま

しては、１度参加した方はＩＤをお渡し

させていただいています。ＱＲコードを

読み取るかたちで参加できるのですが、

２回目以降の参加につきましては、それ

を読み込めばできるのですが、一応画面

上、実施しているセントラルスポーツの

ほうで安全対策と、定員管理をするため

に、２回目以降の方々は電話予約をして

お待ちいただくというような流れで考え

ています。 

 ただ、そういった予約も慣れてきて面

倒になった方のためには、ちょっとＺｏ

ｏｍ以外にもＹｏｕＴｕｂｅを使ったア

ーカイブ配信というのも検討として入れ

させていただいております。これらの変

更によって、５番にありますとおり、１

回の操作で、今説明したとおり、一遍に

全て専門講師によって教わっていただい

て、曜日を固定しないことで参加者の機



会を増やす。また、ＹｏｕＴｕｂｅのア

ーカイブ配信ということで、習ったこと

を振り返ることにも使っていただけるの

ではないか。そういったことで考えてお

ります。 

 今回、委員の皆様には、今回のこの見

直し案につきまして、ご意見をいただけ

ればと思います。また、Ｚｏｏｍはまだ

まだハードルが高い、使い勝手が悪いと

いう方がいるかもしれませんが、Ｚｏｏ

ｍの部分だけＹｏｕＴｕｂｅのライブ配

信と置き換えることも考えられるかと思

います。下の四角にありますＺｏｏｍと

ＹｏｕＴｕｂｅのメリット・デメリット

なのですが、ただ、Ｚｏｏｍは講師との

双方向のコミュニケーションが取れると

いう１つメリットがあります。ＹｏｕＴ

ｕｂｅは見るだけにはなってしまうので

すが、ただ簡単というところもあるので、

そのどちらがいいかというのも、もしご

意見をいただければと思います。長くな

ってしまいましたが、私からの説明は以

上とさせていただきます。よろしくお願

いします。 

○吉清部会長 河内係長、ご説明ありが

とうございました。ただいまの説明で、

何かご質問等ある方はいらっしゃいます

か。 

○中村委員 これはブロックごとに週・

曜日を分けて開催とあるでしょう。北部

は金曜になっていますよね。どういうわ

けか、友愛クラブの行事にしても、金曜

と火曜が多いのだよ。シルバー交通安全

にしても、何かやるにしても、だいたい

金曜日なの。土日が休みだから。だから、

この辺で友愛クラブの同意をあまり期待

できないなという。 

○事務局 ありがとうございます。 

○中村委員 友愛クラブとよく打ち合わ

せないと、そちらへみんな行ってしまう

から。これ、出ないけれども、変な言い方

だけれども、友愛クラブの行事で講演会

に行ったり、いろいろなところに出ると、

お土産があるではないですか。大したも

のではないけれど。だから、そちらに行

ってしまうんです。その辺のところを、

よく友愛クラブ連合会とうまくコミット

して、やっていない金曜日を狙うか何か

しないと、役員とかだいたいの者はみん

なそちらに行かないといけない。だいた

い金曜が多いのです。 

○事務局 月によって曜日の入れ替えと

かも検討してみます。 

○中村委員 それは難しいだろうね。 

○吉清部会長 貴重なご意見、ありがと

うございます。 

 ほかは、どうでしょうか。 

○伊藤委員 教室の案で、スマホ教室の

１時間５０分。普通に集中して、何か会

議等をする場合、１時間が限度というふ

うに言われているのですが、１時間５０

分は長くないですか。 

○事務局 こちら、スマホ教室でやって

いるものと、あとはＺｏｏｍの事前説明

会のものと、混ぜるかたちでやらせてい

ただいているのですが、はじめてのスマ

ホ教室が普段２時間でやっていたところ、

そこは特に、後ほどアンケートのご紹介

もさせていただくのですが、おおむね時

間は問題なくやっていただけるかなと。 

○伊藤委員 ゆったりとやっているから、

詰め込んでやっているわけではないので、

質問しながら進めていく感じだから２時

間くらいだったら、ちょうどいい塩梅な

のですかね。 

○事務局 そうです。高齢者の方々の状



態に合わせて、講師の方も説明のスピー

ドを合わせています。 

○中村委員 ２時間が限度です。 

○瀬崎課長 若干補足なのですが、１２

０分のはじめてのスマホ教室も、１時間

で途中休憩は入れています。１時間５０

分やって１０分と書いてありますが、当

然、１時間５０分の中でも暑さ寒さで休

憩を挟んで、そこは柔軟な運営というこ

とで。 

○伊藤委員 ありがとうございました。

ブロックごとの曜日開催、先ほど曜日に

よって何か定時でもあるというお話をさ

れていたので、この例えばなのですが、

ブロックごとの、第１週・月曜日が西部

とかではなくて、それこそある程度順繰

り、年間通してというところが、もしか

したら、そんなに遠いところまでは行け

ないけれども、この月曜日だったら行け

る、近い月曜日で行こうとかというふう

に考えられると思うのです。どうしても、

地区とブロックと曜日がイコールになっ

てしまうと、やはり同じように、遠いか

ら行けないでしょとなってしまうと思う

ので、そこはもしかしたら、こう順繰り

で……。 

○事務局 一旦事務局のほうで、４月か

ら３月までのたたき台の案を作って、そ

れぞれ、友愛クラブ連合会も各ブロック

がありますし、シルバーさんもあると思

いますので、ご相談させていただいて、

その辺の調整は努力していくということ

で。 

○伊藤委員 あとは時間とかも、いい塩

梅のところで午前、午後とか。もしかし

たら午後のほうが行事が多いということ

もあるでしょうし、午前中のほうが用事

が多いとかもあると思うので、そこは調

整したら、こちらも出てあちらも出てと

いう形で。 

○伊藤委員 そうです。調整していただ

ければ、そのほうがきっと、参加される

方もいいかと思うので。以上です。 

○吉清部会長 ありがとうございます。 

○石引委員 やはり選択肢が少ないとい

うのは、同じ方の参加ばかりになる可能

性もありますよね。だから、最低２つく

らいは選択肢があっても。教室の水曜日

とか、そういう選択肢がもう１つくらい

あってもいいかなと、私、思います。難し

いあれかもしれないですが。 

 あともう１つは、先ほどの２時間通し

て。私の人材センターでは、毎週どこか

で講習会等をやっているのです。毎月に

したら相当な数です。大概が２時間コー

スです。必ずその間に１０分間休憩とか。

先月はケアシステムさんには大変お世話

になっているのです。先月は６月の……

さんにお話しいただいて、それで……黒

川さんに、お忙しいところ壇上に上がっ

ていただいて、大変ありがとうございま

した。ぱく増しの話をして、皆、喜んでい

ました。 

 そういう感じで、毎週どこかで、毎月

どこかでやっている中で、そういう時間

調整というのは２時間くらいが限度だと

思うのですが、間に必ずトイレ休憩を入

れてやっていますので、問題はないかな

と思っています。うちは、３，３００人、

会員がいますが、その中で前期・後期高

齢者、９９％ですから。９０歳近い方も

参加されていますので、その辺は問題な

いかなと。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

私も、中央本町の地域学習センターで行

われた際に見学に行かせていただきまし



た。スマホ教室のほうです。先生が、先生

というか講師の方がすごく多くて、すご

く丁寧な、ゆったりした雰囲気の中で、

すごくいい雰囲気の中で会が進められて

いるなというような印象を持って、先生

が話している最中でも、お年を召した方

は結構、勝手にと言ったらあれですが、

発言してしまうのですよね。それですっ

と先生方がその方に寄って行って、疑問

点とかをその場で解消して、講師の先生

は前でそのまま話し続けるといったかた

ちの中、ゆったりした雰囲気の、すごい

温かい雰囲気の中での教室だったので、

すごいいいなと。途中でお手洗いに行き

たくなってしまった方は、出入りは結構

自由にされているようなかたちもあった

ので、そこも問題ないかなと思うのです

が、ご案内の際には１時間５０分という

中に、ここのところに、その右側に１０

分休憩と書いてあるのですが、ここの中

にも休憩と入れたほうが、申込みする際

の壁がちょっと取り払われるのかなとい

う気はしました。 

 あと、午前と午後とかというのは、こ

れから要検討ということですね。 

○事務局 そうです。年末に翌年度の会

場施設の予約等を始めるのですが、所管

の事業と重なったりするので、いろいろ

と予約が取れる、取れないはあるのです

が、なるべく幅広く時間帯を検討したい

と思います。 

○吉清部会長 ありがとうございます。 

○石引委員 休憩というのは、うちの関

係だと、身体的に２時間もたない人がい

ると思うのです。トイレ。そんな関係で

も必ず行けるようにしていますから、そ

ういうところはまずまずと思います。 

○吉清部会長 そうですね。あとは、前

半、係長がおっしゃったように、すごい

スマホ教室は満員御礼というか、その後、

すっと帰られてしまうのですよね。だか

ら、こういった一体的な教室もすごくい

い案だなと感じました。 

 あと、ホウカツの現場的な意見からは、

スマホ教室とか様々な１７の活動。これ

である程度、実態把握のときにご紹介が

できるのですが、実態把握は１，０００

人くらい年間で、ホウカツによってはち

ょっと人数ばらつきがあるのですが、そ

のくらいだいたい平均は行かれていると

思うのですが、初めて行く方なので、ど

ういった方かも分からないまま行くので

す。そうすると、いろいろな事業があり

すぎてしまうと、これを使って説明、長々

と、とは、なかなかできないのですよね。 

 だから、何かペラ１でその方に、例え

ば石引さんのところに私が行ったときに、

この人はすごい活発そうだなとぴーんと

きたときに、この教室はという、すぐご

紹介できるような。１７の活動をペラ１

枚にまとめるというのは、結構大変かな

と思うのですが、あまり情報がいっぱい

かばんの中に入れているのですが、紹介

しきれないのですよね。そういったもの

が何かツール的にあれば、実態把握のと

きもホウカツでご紹介をかなり力強くで

きると思うので、もし可能であれば、あ

るとありがたいなと。 

○瀬崎課長 一般的な介護予防事業、体

力測定会だとか、このスマホの教室もそ

うなのですが、あだち広報１０日号で翌

月の告知はしています。前期・後期で分

けるクール制のものなどもありますので、

その辺は工夫の余地があるかなと思って

いますのと、スマホ教室と、Ｚｏｏｍで

オンライン体操教室については、チラシ



を作っていて、最終校正で８月から１２

月までのカレンダー方式になっていて、

どこでやっているというのは配れるよう

に、ぜひご活用いただいて、ご意見いた

だければと思います。カラーのものを予

定しています。 

○吉清部会長 ありがとうございます。 

○事務局 新しいチラシができましたら、

友愛クラブさんにもご相談をさせていた

だいているのですが、シルバーさんとも、

もしよろしければ配布の、今週中にもご

相談をさせていただければと思います。

ぜひともよろしくお願いします。 

○伊藤委員 ちなみにスマホ教室を１個

にしたという話をされたので、逆にＺｏ

ｏｍを真ん中にしたら駄目ですか。いな

くなってしまわないで、１個目のスマホ

教室、Ｚｏｏｍ体操をやって、またスマ

ホ教室みたいにして、最後に相談みたい

な感じにしたら、もしかしたら、その流

れできちんと参加をしてくれて、その次

からは、１回体験してみたら、いいでは

ないかと思えば、次からはきっとまた継

続的に申し込んでくださいねというかた

ちでやっていただくことも可能なのかな

と、ふと思ったのですが。 

○事務局 ありがとうございます。Ｚｏ

ｏｍを使うまでの手前の知識というのも

いろいろあるかと思うので、見せ方とい

うか体験の仕方として、早く体験してい

ただくというのも目指したいところでは

あるのですが、それは、話の説明の仕方

で、どうできるかというのを検討したい

と思います。 

○吉清部会長 ほかは、いかがでしょう

か。 

○中村委員 私がＬＩＮＥとかいろいろ

やり出したのは２年前なのです。そのと

きに孫が教えてくれたのです。「じいじ

覚えが悪い」なんて頭から言われながら

ね。だけど、娘や息子に言われるとカチ

ッと来るけれども、孫に言われるとカチ

ッと来ない。だから、その辺をうまく利

用して。大学をだいぶ誘致したでしょう。

あの中に得意なのがいるのだから、そう

いうのをボランティアでやってもらって、

各クラブの集会を持ってもらって、それ

で優しく教えてあげたら喜びますよ。お

ばちゃんなど、イケメンが来ればいいん

だ。孫と同じくらいの年の人に何か言わ

れてもカチッと来ないですよ、年寄りは。

だからその辺の機微をうまく利用してや

るような方法もいいのではないですかね。 

○瀬崎課長 ご意見ありがとうございま

す。スマホ教室はセントラルスポーツに

委託しているのですが、スマホの講師は

比較的若い、２０代の男性、女性なので、

非常に参加者が、本当にお孫さんと交流

みたいな感じですごく雰囲気いいです。

若い方が教えたりもしていますので、い

い事例をもって継続できる。 

○中村委員 そうなの。うちのクラブで

やったときも、若い女性と中年の男性が

来たのよ。おばちゃんたちは、彼女には

聞くけれども、中年のおじさんには聞か

ないの。拒否する。そういうことがある

ということが、大事ですね。それで友愛

クラブの連合会のほうへ、もってくださ

いと、講師は派遣しますからというよう

なチラシを出せば。そのチラシは、１万

ははけてしまうから、本部へ渡せば。そ

ういうかたちで周知したほうがいい。 

 ただ、Ｚｏｏｍは、ちょっと時間をか

けないと無理ではないですかね。私、や

っていますよ。やっているけれども、こ

れだって孫にじゃんじゃん怒られながら



やって、愛知県の人とか、あっちの人た

ちと笑いヨガのかたちだけれども、やっ

ているのだけれども。毎回Ｚｏｏｍで来

るのですよ。今日はこれだけ集まったよ

とかね。そういうつながりね。みんな知

らないけれども、顔は分かるわけでしょ

う、Ｚｏｏｍだから。そういうような方

法もいいのではないですかね。 

 だから、それをやるにはかなり一生懸

命やらないと覚えない。孫にじゃんじゃ

ん言われたんだから。「本当にもう全然、

覚えがじいじは悪すぎる。コンピュータ

をやる割りには、こんなこともできない

のか」と言われても怒れない。逆にね。こ

れ、ちょっと見えるかどうか分からない

ですが、笑いヨガのＺｏｏｍなのです。

これ、みんな住んでいるところが違う。

最高はハワイの人がいる。 

○吉清部会長 画面が変わってしまいま

したね。 

○中村委員 これね。だから、そういう

面で、人と人との付き合いができること

だし、こういうのはやはり、ぼけない１

つのあれですよ。だからＺｏｏｍを覚え

るまでをどうするかということ。 

○事務局 その辺り、実際参加いただい

た方々のアンケート、資料をつけさせて

いただいたのですが。グラフが並んでい

るＡ３の資料があるのですが、こちらで

まずは基本的なところを聞いている中で、

Ｚｏｏｍでオンライン体操教室も、参加

については真ん中の列の（５）で、実際教

わってみて「参加できそうですか」とい

うのは、「どちらともいえない」という方

も多いのですが、「そう思う」という方も

いたりして。今後どのように使っていき

たいかというのを聞いているところです。

右側の棒グラフになるのですが、Ｚｏｏ

ｍの希望というのは結構多かったのです。

興味自体は持っていただいているのかな

というふうな実感があります。 

 先ほど中村委員がおっしゃっていたよ

うな、例えば距離が離れている人とコミ

ュニケーションが取れるとか、面白い点

かなと思うので、そういったところを広

げていければと考えております。 

 ただ実際、テキストが難しいという意

見もありました。 

○中村委員 最初から難しいと思ってし

まうからね。だから、はじめてのスマホ

教室で基礎をだいたい教えてあげないと。

だいたい、やってみようかな、などとい

う気にはなるのですよね。いきなりＺｏ

ｏｍだとか、この前、役所から来たけれ

ども、Ｗｅｂｅｘでやりたいなんて書い

てあったから、早速検索して、入れまし

たよ。だけど使っていないけれども。 

○事務局 テキストのほうもサンプルで

作らせていただいたのですが、この辺り

をもう少し分かりやすくなるようなかた

ちで。 

○中村委員 そこをやってくれるかどう

か、何とかやらないと、これは非常に時

間がかかると思いますよ。 

○石引委員 たしかにＺｏｏｍは難しい

です。うちもトライしたのですよ、何度

か。逆に今日は勉強して持って帰ろうか

と思ったのです、やり方自体を。それく

らいに難しくて。あと、ＹｏｕＴｕｂｅ

のほうは皆、比較的チャンネルを合わせ

るだけなので。私自身は……で、Ｙｏｕ

Ｔｕｂｅｒになって配信しました。それ

で、皆さん見てくれて、これは簡単だな

という。そちらはすぐに取り扱ってくれ

ましたが。逆に今日は、Ｚｏｏｍに関し

ては勉強して、教わって帰ろうかなと思



っていました。 

○事務局 ぜひ、説明会に参加いただき

たいなと思いますので。 

 今回検討いただくのは、この令和６年

度の見直し案というのが、もしそのまま

やらせていただけるか、今お話があった

みたいな、ＺｏｏｍとＹｏｕＴｕｂｅの

……逆なのですが、一応アーカイブ配信

というものも一つ計画はしているので、

そこをやるというかたちで考えさせてい

ただければと思うのです。 

○瀬崎課長 話題がどうしてもＺｏｏｍ

の使い方になっているのですが、目的は、

Ｚｏｏｍで体操をしてもらって介護予防

をしてもらうというところになりますの

で、ＺｏｏｍができなければＹｏｕＴｕ

ｂｅを見てもらいながらやってもらうと

いうようなところで、新たな取組みにチ

ャレンジしたいと思っております。 

○中村委員 うちのほうの、十四中のこ

ちら側の大境公園で、木曜日毎朝やって

いるのだけれども、あれは集まりますよ。

３０人から４０人集まっている。ただ、

その人たちがスマホを持っていて、ＬＩ

ＮＥまでやるかどうかは別としてね。そ

ちらもあるからね。こんなに面倒くさい

ことをするなら、行ってやってしまった

ほうがいいよという人もいるわけね。そ

の辺の兼ね合いね。それと役所だから、

ある程度の結果が出ないとまずいのだろ

うけれども、あまり結果にこだわって決

めてしまうと大変だから、すぱっと見て

もらってやらないと。後で花咲くから、

一生懸命やってくれているのだから。俺

たちはそう思っています。 

○瀬崎課長 友愛クラブの会員さんです

とか、シルバー人材センターの会員さん

で、関心がある方にお誘いいただきなが

ら、これをやってよかったよと口コミで

広めてもらえるような展開ができればな

と。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

そうしたら、このＡ３の資料１と書いて

ある右下のほうの６の「検討内容」のと

ころの、（１）の「令和６年度実施内容の

検討」というところで、時間も３時間の

適否というところがありましたが、しっ

かり休憩も入れているし、ゆったりした

進行で十分ついてこられるし、若い方の

先生が来ていただいて、そこの受けも大

変いいかなと思っています。あと、曜日

とかはフレキシブルに友愛クラブさんと

かシルバーさんとかの予定となるべくか

ぶらないようなかたちで、長いスパンで

年間通してお示しいただければ、予定も

組みやすいかなというところのご意見を

いただいたと思います。 

 （２）の「Ｚｏｏｍに替わる取組みの検

討」というところでは、これも４の（５）

のところに記載がありますとおり、Ｙｏ

ｕＴｕｂｅでも配信というところであり

ますので、これも先ほどシルバーの方は

ＹｏｕＴｕｂｅだとやりやすいぞという

ご意見もいただいていますので、これも

ぜひ推し進めていただくといったところ

でよろしいのではないかなと思いますが、

いかがでしょうか。大丈夫ですかね。 

 あとは、ほかの介護予防教室などの参

加者にも、こういうのを周知して。例え

ば週１回、ほかの教室に参加している方、

あとは先ほど石引さんからお話がありま

した、パークで筋トレの参加者。外でや

るのもよしだけれども、これにも参加し

て、いろいろなものに参加していただく

というのがすごく大切だと思います。連

動性を持って取り組んでいければ、介護



予防につながるのかなと思っていますの

で、みんなで、このメンバーも含めて、周

知を図っていただければと思っています。 

 では、次第の２の（１）については、こ

れぐらいで大丈夫でしょうか。ありがと

うございました。 

 では続きまして、「ぱく増し」の事業の

方に移りたいと思います。資料２の方を

お手元にご用意いただきながら、黒川係

長からご説明いただけますでしょうか。 

○高齢者栄養施策推進担当 ありがとう

ございます。高齢者栄養施策推進担当の

黒川です。資料２に従って進めていきま

す。私からは、令和５年度の「ぱく増し」

事業の取組みについて説明させていただ

きます。 

今年の１月からスタートしました、こ

のぱく増し事業ですが、令和５年度は、

６５歳からのたんぱく増し生活、肉も魚

も食べよう、ぱく増し事業というものを、

足立区がスタートさせたということ、そ

して高齢者がたんぱく質を毎食摂り、体

重や筋肉を維持することに力を入れ始め

た、ぱく増しすることが大事なのだとい

うことを、高齢者の方々にまず知っても

らう。知るというところに力を入れる年

にしたいと思っています。 

 そこで今年度すでに実施している取組

みの内容が、大きな１番のところになり

ます。（１）栄養講座（食べてフレイル予

防講座等）での普及啓発ということで、

今、住区センター、足立区には４８カ所

の住区センターと悠々館、鹿浜いきいき

館というところがありまして、５０カ所

の通いの場と言われている場所があるの

ですが、そのうち２４会場で、「食べてフ

レイル予防栄養講座」という、調理実演

を伴う栄養講座をさせていただいており

ます。その栄養講座にて、ぱく増しの周

知をしっかりしていまして、たんぱく質

を含めた食事をしっかり取るということ

と、体操、運動や、体組成計、握力計を使

った測定というものも合わせて、会場で

は、やるようにお願いをしているのです

が、栄養だけでなく、運動と測定を組み

合わせることの重要性を伝えさせていた

だいております。 

 また、地域学習センター中心の１６会

場で実施している、はつらつ教室という

運動と栄養、口腔の講座がセットになっ

た介護予防の教室でも、ぱく増しの周知

を行うということで、うちの地域包括ケ

ア推進課が関わる栄養講座の中でぱく増

しの周知を徐々に進めていっているとこ

ろでございます。 

 （２）です。こちらのほうは６月１４日

に行われました、皆様にも出席いただき

ました地域包括ケアシステム推進会議に

おきまして、中村委員より、病院の待合

にリーフレット、ぱく増しのリーフレッ

トがあるといいのではないかというご意

見をいただきまして、早速手配させてい

ただきました。医師会、歯科医師会、薬剤

師会、柔道整復師会のほうにお願いをし

まして、計９００以上の施設に、こちら

のリーフレット、受付や待合室に掲出、

貼ってくださいねということで、手はず

が整ったところでございます。これから

順次貼られるかと思います。 

 続きまして、雑誌「頼れるドクター」へ

の掲載ということで、お配りしておりま

す資料、カラーのものです。こちら、その

「頼れるドクター」という雑誌の表紙に

なります。こちらは、２０２３年、２４年

の保存版ということで出ているものなの

ですが、こちらの中に裏面にありますよ



うに、足立区の推進する事業のうち５つ

がトピックスということで取り上げられ

まして、その中でぱく増しが選ばれたと

いうかたちで掲載されております。いろ

いろな医療機関などの待合室などに雑誌

が置かれているその中に、この「頼れる

ドクター」も結構置かれているようなの

ですが、そういったところにも少し周知

がされるということです。 

 続きまして、長寿医療だより。こちら

が、お配りしているもので２色刷りのも

のです。青いものになりますが、こちら、

この７月に高齢医療・年金課から出され

たお便りになります。７５歳以上の高齢

者、今、８万５，０００人近くいるかと思

うのですが、その方々に郵送で送られた

ものになります。ぱく増しのリーフレッ

トから、素材を持ってこさせていただい

て、こちらにも中村さんが大きく出てお

りますが、こちらでもぱく増し、ＰＲさ

せていただいております。 

 続きまして（５）です。配食サービス一

覧です。皆様もご覧になったことがある

かと思うのですが、こちらのチラシです。

１０月に毎年全戸配布しているあだち配

食サービスの一覧。この一部分に、私の

ほうでスペースをいただいて、栄養コー

ナーというかたちで内容を作らせていた

だいているのですが、こちらの部分を今

年度の方はぱく増しということで今、準

備を進めているところでございます。 

 というところで、ここまではすでに手

配が整って、周知し始めている内容にな

っているのですが、２番からはこれから

のことになります。今年度の２月、ぱく

増し月間に向けまして、ここにあります

（１）から（５）までのことを取り組んで

いきたいと思っております。 

 まず（１）です。地域包括支援センター

の実態把握訪問時の普及啓発ということ

で、先ほど吉清課長からも、ホウカツの

訪問、１つのホウカツで１年に１，００

０件くらいの訪問に行っているというこ

とで話がありましたが、つまり年間２万

５，０００件くらいの訪問を実施してい

るということで、手渡しで資料などをお

渡ししながらお話ができる。なかなか時

間も取りにくいというところもあるかと

思うのですが、今、このぱく増しのリー

フレット、この実態把握訪問で配っても

らうようにお願いしているのですが、相

手によって、なかなか配れないことも多

いかと思っております。そこで、何かプ

ラスで普及啓発のグッズ、品物を合わせ

ることによってホウカツの方も少しお話

がしやすくなるのではないかということ

で、普及啓発品を作る、購入するなどし

て、やっていきたいと思っております。

（５）まで話をしてから、皆様に少し、こ

の辺のご意見をいただきたいと思ってお

ります。 

 続きまして（２）です。ぱく増しの行動

変容に向けた実態把握アンケートという

ことで今、ぱく増し、毎食たんぱく質を

多く含む食品を摂取している方の割合と

いうのが、昨年度の介護予防チェックリ

ストですと、毎食摂っていますという方

は２７％でした。つまり７割以上の方は、

毎食は摂れていないという状態にありま

して、なかなか毎食というのは難しいと

は思っているのですが、少しでも毎食に

近づく、１日２回以上摂っていただきた

いなというところで、何が毎食ぱく増し

できない理由なのかというところを調査

したいと思っています。 

 こちら、今日の資料の一番最後につい



ているものが、このアンケートハガキの

案となっております。こちらのアンケー

トは、６５歳以上の方限定で答えていた

だく。そしてアンケートの回収率を上げ

るために、ぱく増しの実践に結びつきや

すい商品を抽選で当たるようなかたちで

やるといいかなと思っているものでござ

います。 

 アンケートの内容は、こちらに書いて

ある内容で、その商品というのが、区内

の業者でビセラルさんという会社があり

まして、鹿浜にあるのですが、お肉の卸

業をやっているところなのですが、お話

を聞きに行ったところ、何か協力できる

ことがあればということで言ってくださ

っています。今のところ、お肉の詰め合

わせなど提供していただけるという話が

ありますので、そういったものが抽選で

当たる、プレゼントとして用意できれば

いいと思っております。 

 あと、魚の詰め合わせですとか、缶詰

ですとか、あとは間食、プリンやカステ

ラでもたんぱく質が取れるということを、

こちらのリーフレットでも謳っているの

ですが、そういったものもプレゼントの

中に含めていけるといいかなと思ってお

ります。どういったところで用意してと

いうのは、その辺はまだ決まっていない

のですが、そういった内容で考えていけ

ればと思います。こちらのほうも、この

後少し、皆さんにご意見をいただきたい

と思っております。 

 （３）が、「ぱく増し」のレシピ発信強

化ということで、栄養講座などでこちら

のリーフレットやプラスのレシピを使っ

ているのですが、もっとたくさんレシピ

が欲しいという声を頂いております。紙

でのレシピも用意していくのですが、足

立区には今、足立区公式キッチン「クッ

クパッド（東京あだち食堂）」というもの

がありまして、まだぱく増しのレシピと

いうのは、そこには載せていないのです

が、これからはそこにも、今、給食ですと

かベジタベのレシピが出ているのですが、

そこにぱく増しも参戦するといいますか、

入ってレシピを提供するということを検

討していきたいと思っています。 

 （４）のほうは、食品メーカー、スーパ

ー、コンビニはちょっと難しいかもしれ

ないのですが、この辺の民間の事業者と

連携した取組みを少し進めていきたいと

思っております。昨年度は、区内のイト

ーヨーカドー、ヨークの協力を得まして、

２月のぱく増し月間では肉や魚のコーナ

ーにのぼりを置いていただいたりですと

か、たんぱく質の２０ｇ程度取れるお弁

当にシールを貼っていただいたりですと

か、いろいろご協力いただいたところで

す。 

 今年度もそういったご協力をいただく

とともに、新たなところで、試食コーナ

ーでぱく増しにつながる試食を行って、

リーフレットですとかレシピなどをＰＲ

していただければと考えているところで

す。さらにほかのスーパーも、あまり手

広くはできないかとは思うのですが、ヨ

ーカドー、ヨーク以外のところにも少し

お声がけして、連携が取れないか、打診

をしていきたいと思っております。 

 食品メーカーさんのほうは、エスビー

食品さんとは昨年度スパイス講座という

ことで、梅田地域学習センター、東和地

域学習センターで講座を開いて実習、講

師の実演と試食というものを行ったので

すが、今年度、どういったかたちで連携

できるか分からないのですが、民間の食



品メーカーさんとも少しコラボして、何

かできないかと思っているところです。 

 （５）は、地域学習センターさんのほう

で出しているミニコミ誌。いろいろ情報

発信する広報物がありますので、そうい

ったところにぱく増しの周知を、２月に

向けてしていただけるように、図書館の

ほうもいろいろと発行しているというと

ころで、打診をしてやっていければと思

っているところです。 

 一通り話をさせていただいたのですが、

（１）（２）のところ、本日、皆様に少し

ご意見をいただきたいと思っているとこ

ろでございます。 

 まず（１）の普及啓発品のところです。

先日、地域包括支援センター、ホウカツ

の実態把握検討会というものがありまし

て、ホウカツの職員からも少し案を出し

ていただいたところです。そこでは、プ

ロテインバーがいいという案が多かった

のですが、食べ物を配布するというのは、

やはりちょっとリスクが高い。アレルギ

ーの問題ですとか賞味期限の問題などあ

りまして、リスクが高いということで難

しいという見解です。 

 また、電子レンジで作るゆで卵の器具

とかもいいのではないか、ですとか、た

んぱく質が何に入っているのか分かる、

このリーフレットに出ているようなもの

が撥水加工してキッチン、台所で見ても、

水に濡れても大丈夫な状態のものとかが

あるといいのではないかというような案

が出ました。 

 あと、こちらは令和３年に作成してホ

ウカツのほうで配布を行っておりました

エコバッグになります。こちらのほうは、

訪問の際にこれを持っていくと、高齢者

の方たちの対応がよくなるということで、

ホウカツの方にとってはすごくよかった

ということで伺っているところなのです

が、ちょっと単価が高いということがあ

りまして、もう少し単価が低く抑えられ

て、たくさんの人に配れるものが用意で

きるといいなと思っているところでござ

います。 

 現在、私のほうでいいと思っているも

のがありまして、それが電子レンジで魚

がふっくら焼けるフィルムというもので、

１０枚入っていて、１枚を何回か繰り返

し使える、洗って使えるというものです。

足立区は今、環境面でだいぶそういった

グッズのエコの部分は厳しいのですが、

何回か使えるということで、いいのでは

ないかと思っているのですが、魚を焼い

てみたところ、鮭の西京焼きをそのフィ

ルムで包んで耐熱のお皿に乗せて２分チ

ンしただけで、ふっくらと美味しく加熱

ができまして、火が使えない、使いたく

ない方でも安心して使えるものかなとい

うところで。間違えてオーブントースタ

ーなどに入れてしまったりするとちょっ

と危険なのですが、そういったことさえ

なければ火を使わずに魚が食べられる。

お肉なども、加熱することができるかと

思いますので、少し野菜とかお肉を入れ

たようなメニューなども、そのフィルム

を使って美味しく作るレシピなども合わ

せてつけながら、こういったものを配布

できるといいかなと思っているところで

す。 

 本日皆様にお願いしたいのが、その普

及啓発品のところと、あとアンケートの

部分です。お配りしたものに案をつけて

おりますが、こちらに関して、ご意見を

少しいただけますとありがたいです。 

○吉清部会長 黒川係長、ご説明ありが



とうございました。では、何かご質問等、

ご意見も含めてございますでしょうか。 

○石引委員 ちらっとおっしゃいました

けれども、品数です。実は昨日、私、うち

のほうの部会で、これを持っていってこ

の話をしたのです。そして、意見を聞い

てきたのです、皆さんから。そうしたら、

部会では、要はこれでは偏ってしまう。

もう少し品数を出してくれないか。では、

それを言っておきますよ。そんな話をし

てきたのです。 

○高齢者栄養施策推進担当 たんぱく質

が多く含む食品をもっと載せて欲しいと

いうことですね。 

○石引委員 含まれるものです。要はこ

れ、ここのこちら側を見ると、全部たま

ご系なのですよ。チーズ、乳製品。プリン

もそうだし、カステラもそう。それはそ

れでいいのだけれども、もう少し品数を

出してほしい。もしくは、この辺はもう

いいから、品数だけのやつでもいい。 

○高齢者栄養施策推進担当 そういうパ

ターンも有りかも知れませんね。 

○石引委員 そんな、意見が出ましたね、

昨日の部会で。 

○高齢者栄養施策推進担当 ありがとう

ございます。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

そのほかは、いかがですか。 

○中村委員 その当時は８６だったけれ

ども、今は７でしょう。今年の１２月が

くれば米寿だからね。それでもこうやっ

てこういう会議に出られて、いろいろな

ところへ出て活動しているのは、このせ

いだよともいえる。やはり社会参加しな

いとね。このままでいくと、足腰は弱っ

ているけれども、９０くらいまでは何と

かね、頭のほうは大丈夫だから行こうか

ななんて思っているのだけれども。だか

ら先ほどの黒川さんの、魚が焼けるとい

うのは、あれは大いに宣伝したほうがい

いですよ。 

 俺も今、ほとんど電子レンジ使ってし

まっているからね。トーストか。だから

今日も、今朝も、パンに納豆を乗せてパ

ラパラとチーズを散らして、それでやっ

て、あと野菜と牛乳を飲んで出てきたん

だけれども、そういうふうにね、簡単な

んだよね。難しくない。たんぱく質をた

くさん取れなんて言うと何だか難しいよ

うに聞こえるけれども、簡単なんですよ

ね。そこで、今お話が出たように、こうい

うものがたくさん含まれているから、も

っとどんどん使いなさいよというような

ことを、もうちょっと大きくね。年寄り

は段々目が悪くなってくる。字が小さい

と見えないから、大きくね、その部分を

取り上げていいのではないですか。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

実態把握とかで回っていると、やはり何

かあるといいのですよね。こちらの武器

と言ったらあれだけれども、関心を対象

者の方に持ってもらえるようなインパク

トがあるものがあると、実態把握もすご

くしやすいので、そのエコバッグも私、

当時やっていたときは、すごいよかった

です。ただ単価の、どうしても問題が。あ

まり増やしたりというのも難しいところ

で。 

○中村委員 野菜のエコバッグもあるよ

ね。 

○高齢者栄養施策推進担当 野菜もあり

ますね。単価が、これのほうがちょっと。

野菜のですと、５００円超えてきてしま

う。 

○吉清部会長 １枚。そんなに。 



○伊藤委員 ちなみに、今、あみあみの

やつがあるではないですか。そういうエ

コバグで網目のやつとかだったら、少し

単価安いかな。今、結構持っていらっし

ゃる方が多いなと。網のやつを持って、

中身が見えるけれども、お野菜とか、ち

ょっと買ったものをみんな入れて、でも

もともとそんなにかさばらないのですよ

ね、あみあみだから。なので、そういうの

だと、もしかしたらいいのかなと。 

 以前、ぱく増しのキャンペーン中に、

私たまたまアリオに行かせてもらったと

きに、旗が出ていて、シールが貼ってあ

ったのを通り過ぎたことがあるのですが、

そのときに小さい子どもがそれにすごい

反応するのですよ、その旗に。「何？ あ

れ」みたいな。実際にお母さんが、「何か

書いてあるね」みたいな感じで、ご存じ

の方はお子さんにそれを説明するのです

よね。だけど、だいたいまだそのときは

あまり知られていなかったので、２月く

らいなので。そうすると、「何、何？」と

言って、書いてあるシールとかでたんぱ

く質を取りましょうみたいな。これはた

んぱく質がいっぱい入っているのだ。で

は、これ買ってみようかみたいな感じで

お弁当のコーナーで、そんな話をお子さ

んとされている。 

 結構やはり子どもの言うことは、先ほ

どのお孫さんの話はとても素直に聞ける

というのと同じで、親御さんは多分、お

子さんの話を小さいときは、こうだね、

ああだねとかと言ったら、それに対して

とても素直に聞いてくださるし、高齢の

方はきっとお孫さんくらいの方に、「あ

れは何？」というふうに言われたら、あ

ーとなって、ちょっと気にかけてくれて

プラスになるのかなとちょっと思って見

ておりました。とてもいい取組みなので、

逆に年中無休ではないですが、しょっち

ゅううまくやれると、定期的にでもやっ

ていただくと、もっと足立区民の方に、

「ぱく増しって、あれよね」「ベジタベっ

てあれよね」という認識が多分、ちょっ

と根付いてくるのかなというふうに思い

ます。とてもいい取組みだと思うのです

が、なかなかやはり難しいのかなと思う

ので。 

 私は通所のデイサービスの職員をして

いるので、逆に配食サービスとかそうい

うところで、少しぱく増しのお弁当を出

すような業者さんと話をして、そういう

推進をするとか。難しいとは思いますが、

そういった施設さんで、とかというのも、

ありなのかな。皆さん計算されて絶対施

設さんは出していると思うので、配食サ

ービスさんもそれをやっていると思うの

で、そこで例えばぱく増ししていますと

いうので、ちょっとプラスアルファでは

ないですが。もしもお弁当屋さんがあっ

たときに、「やってる」みたいな感じで、

ちょっと平均的ではなくなってしまうか

もしれないのですが、どこの業者さんも

みんな、足立区の業者さんはやっていま

すよというところは評価できるのかなと、

ちょっと思いました。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

今のご意見だと６５歳以上の方以外でも、

若い方たちも含めて、これが広がってい

くようなお話だったと。 

○伊藤委員 将来的には皆さん順番に高

齢者になっていくので。実際通われてい

る方も多いではないですか。単身の高齢

者の世帯にお子さんとかが通われて、お

食事を作られていたりフォローされてい

たりとかという方も多いと思うので、そ



の中で一緒に買い物だけ行っていますと

いうときに、「これ、ぱく増しだから買っ

たら」というような促しとかができたり

すれば、プラスなのかなというふうには

思います。 

○吉清部会長 そうですよね。ありがと

うございます。 

 では、啓発品というところで、ほかに

案とかはどうでしょうか。これは難しい

ですよね。食品はたしかにプロテインバ

ーとか、すごい画期的だな。でも、食品だ

からちょっと厳しいですものね。 

○高齢者栄養施策推進担当 魚の缶詰と

か日持ちもするし、ちょっと重いですが

コンパクトなので、どうかなとかと考え

ていたのですが、今、食品はなかなか難

しいということだったので。 

○吉清部会長 怖いですよね。今はまだ

すごく元気な方でも、ずっと眠らせてお

いて、「あ、こんなのあった」と食べてし

まってということも考えられますものね。

将来的に足立区が配ったものだといった

ら、なかなかね、大変ですものね。 

○中村委員 去年の１１月に大境公園で

３００人集めて、地域の人たちを集めて、

そこに足立センターの健康推進委員が一

ブースずつ出しまして、野菜３５０とい

うのはこのくらいだよというのをやった

のです。そうしたら結構、「ああこんなも

んなんだ。だったら食べられるかもしれ

ないわね」なんて声もあったしね。 

 ただ、これは保健所がやったのではな

く、推進委員が自発的にやった。だから、

保健所がある程度関わっていいのではな

いかと思うのだよね、こういうことに関

しては。もっと保健所が表に出てしまっ

ても構わないと思うのです。地域の保健

師だって地域に入れと言っているのだか

ら。これの、たまご、この絵が出ているで

はないですか。これも、これだけあると、

だいたいどれくらい取れますよ。それで

もってだいたい。誰も計ってやらないも

ん。だいたいでいいのですよ。やってみ

てしょっぱかったら減らせばいいのだか

ら。それくらいの融通はつくでしょうと、

勝手なことを言っていますけれども。 

○吉清部会長 いえいえ、ありがとうご

ざいます。この啓発品というのは基本、

ホウカツにあれですよね、お配りをして、

ホウカツで保管をしてもらって、実態把

握のときにお持ちいただくというイメー

ジでいいのですよね。あまりスペースも

ね。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうなので

すよね。今年度はさらに、１月２５日号

のあだち広報に、グッズのことですとか

アンケートのことを載せまして、その１

月２５日号が出てから２月末までは、そ

のグッズが、ホウカツでもらえます。ホ

ウカツに行けばもらえますというかたち

にできればなと今思っているところです。 

○中村委員 行けばね。行けない人もい

るわけだから。だから、そういうときは、

俺がいつも言っているように、連合会を

使いなさいよと言っているの。連合会の

事務局へ持っていて、これをみんなに配

ってくださいと言うと、各ブロックの役

員へ渡って、そこから各家庭に行ってし

まうから。そうすると今組織している、

だいたい１万でしょう。１万ははける。

だいたい６０歳以上が２０万７，０００

人いるのだから。そういうかたちで利用

する機関をどんどん利用しないと。やは

り周知徹底するためにはある程度、事務

局でやると言えば、黒川さんが言えば、

やるよ。 



○高齢者栄養施策推進担当 ありがとう

ございます。ぜひ、友愛クラブのお力も

借りたいと思うところと、あとはやはり

地域包括支援センターの認知度を上げる

ということ。ホウカツが実態把握訪問を

しやすくなる。高齢者とホウカツが近い

存在になるというところも併せてやって

いけるといいのかなと思っていまして、

ホウカツが行くときに持っていく。その

期間に関して、１月末から２月末までは

ホウカツに来てもらうというかたちの両

方をやっていく。それでもちょっととい

うところで、友愛クラブやシルバーさん

の力をお借りできればと思っております。 

○石引委員 今の黒川さんが言われた最

後の後の話ね、これ、いいと思います。や

はり、うちもそうなのですが、対面を大

事にしています。会員との対面を大事に

しています。そこでいろいろな話が出て

きたりいろいろしますので、必ず対面で

やっていますので、それはいいと思いま

す。 

○高齢者栄養施策推進担当 ありがとう

ございます。 

○吉清部会長 渡す意味というのを伝え

ながら渡したほうが伝わりますものね。 

○中村委員 そうしたら、各ブロックの

役員会で説明してしまえばいいしね。俺、

いつも渡すときは前へ出て行って説明し

ているのですよ、いろいろなものを。そ

れでとにかく配ってください。それと、

ホウカツと高齢者の老人クラブがいつも

一緒に行動できるようなこと。伊興はや

っているのですよ。私などはいつも、何

かイベントがあるとホウカツ呼ぶのです

よ。一緒に介護予防もやったし、認知症

のサポーター講座も一緒にやった。そう

いうかたちで、やはりホウカツと一緒に

なってやることが地域にとって非常にプ

ラスです。そう思っています。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

では今、緑のエコバッグは単価の話も出

て、あみあみだと少し抑えられるかもと

ご提案いただいたところです。あとはフ

ィルム。係長からおっしゃっていただい

た以上のアイデアはなかなか難しそうで

すね。 

 それと、もう１点ですよね。ハガキに

ついても、でしたか。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうです。

アンケート内容ですとか、商品、希望す

る商品というかプレゼント商品のところ

で、アンケートのほうは細かい字になっ

ていますが、お配りしているＡ４の資料

の左下の部分がアンケート案になってお

りまして、「足立区 ぱく増しアンケート」。

「たんぱく質を多く含む食品とは、肉・

魚・卵・大豆製品等のことです」「あなた

は、『ぱく増し』事業を知っていますか」

というところで、一応ぱく増しについて、

言葉は聞いたことがあるのか、内容まで

知っているのか。 

 これに答えているので、知らないとい

うことはないと思うのですが、知らない

というところを、周知度ですね。ぱく増

しの周知度を聞きまして、その次に、た

んぱく質の摂取頻度ということで、たん

ぱく質を多く含む食品をどれくらいの頻

度で食べていますかということで。 

 その次が、②のところで、毎食食べて

いるという方はもう取れているのでいい

として、そうではない人に関しては、た

んぱく質を毎食食べていない理由として、

聞き方が難しくて、あまりいい文になっ

ていないのですが、「食べていない理由

に該当する全てに○をしてください」と



いうことで、物価が高い、食品が高いか

らなのか、料理方法が分からないからな

のか、食事を毎食、１日３食食べる習慣

がないのか。１日２食と回答している方

が８５％おりますので、そこも課題だと

思っているのですが、そういうことなの

か。歳を取ったら肉や魚をそんなに食べ

る必要がないという、昔からの粗食の考

え方なのか。太りたくない。メタボ予防

であまり食べないという方も結構いらっ

しゃるのです。たんぱく質を意識したこ

とがないからなのか、その他、別のこと

で、別の理由で食べないのか、などとい

うところを聞くことで、次年度以降の施

策に、その取れない部分を取れるように

していく事業展開というのをしていけれ

ばと考えているところです。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

ちょっと吉清からですが、このハガキは、

先ほど説明があったかもしれないのです

が、どこかに、スーパーかどこかに置い

てとかではなくて、もう対象者の方に。 

○高齢者栄養施策推進担当 こちらの実

態把握訪問のときに配っていただくのと、

あと１月２５日号にその内容を載せまし

て、別に広報から申し込む、広報から自

分でＱＲコード、二次元コードで申し込

んだり、ハガキを自分で書いて申し込む

こともできるようにするのですが、この

アンケートハガキ用紙は、ホウカツでし

たり、区民事務所、地域学習センター、住

区センターなどに置く予定です。 

○中村委員 予算はかかるかもしれない

けれど、郵送してしまったほうがいいと

思う。だって行かない人はもらえないと

いうことでしょう、このハガキを。だか

ら、どこかへ出かけて行ってなければ、

もらえないわけでしょう。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうです。 

○中村委員 配ったっていいけれども、

ちゃんと来たほうがいいのではないかな。 

○吉清部会長 スーパーの、カウンター

ではないな、インフォメーションか何か

のところによくこういうハガキが置いて

あって、そういうイメージではないわけ

ですね。 

○中村委員 できればね、レジで置いて

おいて、お金を渡せば１枚とか。そこま

でレジの人がやってくれるかどうか。 

○高齢者栄養施策推進担当 ２月の月間

で協力いただけるスーパーさんには、レ

ジの近くでしたり、あとは試食コーナー

を開いていただくときには置いていただ

けるように考えています。案としては、

イトーヨーカドーとかヨークさんの商品

をプレゼントの中に入れると、より協力

していただけるのではないかというとこ

ろで話はしているのですが。 

○吉清部会長 なるほど。ありがとうご

ざいます。 

○高齢者栄養施策推進担当 今年度は間

に合わなかったのですが、来年度以降は

ちょっと相談ですが、介護予防チェック

リストの結果アドバイス票にアンケート

を入れてしまってというところで。今年

度はタイミングがもう間に合わなかった

のですが、来年度はこのアンケートに答

えてプレゼント企画でやるとしたら、そ

ういったかたちでやりたいと思っている

のですが、発送するというのはなかなか

難しいので。 

○中村委員 今、竹ノ塚はイトーヨーカ

ドーがなくなってしまったもんね。西友

くらいしか残っていない。西友とアコレ

か。あとはセブン－イレブンだよね。コ

ンビニがどこまで協力してくれるか。あ



れだとすぐそばにある。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうですね。

コンビニのほう、それこそどこまで広げ

られるかですが、そういうお願いをして

みるのもいいかもしれない。 

○中村委員 それともう１つ、足立区ぱ

く増しアンケートの大豆製品というのは、

漠然としている。ここをね、納豆、豆腐か

何か入れてやると、すぐ分かるのだよね。

括弧してね。大豆製品では漠然としてい

るけれども、ここに納豆と豆腐なら、い

つも食べているなとかなるではないです

か。 

○高齢者栄養施策推進担当 ありがとう

ございます。 

○吉清部会長 このアンケートの一番上

の＊のところですよね。そこに、たんぱ

く質とは、と。私などは口に入れば、お腹

いっぱいになれば何でもいいたちなので、

たんぱく質と言われても「何？」という

ふうに。今回これを見ているから分かる

のですが、そういうのに疎い方もいるの

で、こういう目安が回答の前にあるのは、

すごくいいなと感じました。 

○高齢者栄養施策推進担当 たんぱく質

を多く含む食品の絵とか、入れてもいい

かもしれないです。 

○吉清部会長 そうですね。ほかは、い

かがでしょうか。あとは回答率を上げる

には、やはり希望する商品のところが、

ミソになるわけですよね。 

○高齢者栄養施策推進担当 衛生部でも

このようなキャンペーンをやっていると、

野菜の詰め合わせが一番人気があるとい

うことで、食べ物は結構応募がある。肉

も人気があると考えています。 

○吉清部会長 だいたいイメージは、何

名様くらいにこれが当選みたいな。 

○高齢者栄養施策推進担当 少なくとも

５０名、なるべく１００名くらいにした

いなと思っているところです。しかし、

予算や協力をしていただける度合いで変

わってきます。 

○吉清部会長 これは当選者に直接お送

りするものだから、食品でも何ら問題な

いということですね。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうですね。

本人が希望して、どの商品がいいか希望

した中で抽選させていただくので大丈夫

かなと。 

○吉清部会長 あと、ご意見とかどうで

しょうか。この機会なので。 

○中村委員 よろしいのではないですか

ね。選択肢があるということで良いと思

います。 

○吉清部会長 今、５つ選択肢があって、

６、７まであるから、もうちょい意見が

欲しいというところですよね。 

○高齢者栄養施策推進担当 いただける

と、ありがたいところです。でも、大丈夫

です。 

○吉清部会長 ここに、野菜の詰め合わ

せとかですかね。 

○高齢者栄養施策推進担当 野菜も良い

のですが、そうですね、できればたんぱ

く質のもの。 

○吉清部会長 そうか。たんぱく質です

ものね。そうですよね。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうです。 

○中村委員 納豆とか、豆腐のレシピね。

みんな冷奴で食べるか、そのくらいしか

やらないでしょ。そうではなくて、ある

はずなのだよ。レシピがあれば欲しいで

はないですか。納豆、いつもといてかけ

るだけではなくて、俺はニラや何かと一

緒に鍋に入れてしてしまうけれども。そ



ういう方法もあるよね。豆腐だってね、

何も冷奴と湯豆腐で食べるだけが能では

ないもんね。真ん中に穴開けて、俺ね。俺

のことばかりで悪いのだけれども、牡蠣

などを買ってきて、そのくり抜いたとこ

ろに入れて蓋をして蒸してしまって、そ

れで食べるのだけれどもね。 

○高齢者栄養施策推進担当 牡蠣の殻に。 

○中村委員 牡蠣をきれいに洗って、豆

腐があるでしょ。豆腐の真ん中をスプー

ンでくり抜くわけ。そうしたらそこに穴

が開くでしょう。そこへ牡蠣を入れるの。

それで、くり抜いたスプーンのほうへ残

った豆腐で蒸すの。ちょっと大変。だか

ら電子レンジでできるはずなんだよ、時

間を計算して。電子レンジはやったこと

ないんだけれども、俺は蒸し器でやって

しまうんだけれども。それであとは、片

栗粉でだしを溶いて、あんにしてしまっ

て、結構行けますよ。 

○吉清部会長 結構まめにやられていま

すね。 

○中村委員 これも、まめにやっている

うちの１つなのですよね。だって１人だ

から、やらざるを得ないではないですか。 

○吉清部会長 この絵のものは実際にお

つくりになった。 

○中村委員 うん。 

○高齢者栄養施策推進担当 中村さんの

お宅に取材させていただいて。 

○中村委員 区報の人と一緒に来て写真

を撮っていましたよ。 

○吉清部会長 ここの希望する商品は５

つ記載されていますが、これはこれで興

味が湧くかなと思いますけれどもね。 

○中村委員 今、むね肉が安いからね。 

○吉清部会長 あと業者さんというとこ

ろでは、足立区内で何かやっている業者

さんとか、足立区の何か特産といっても

なかなかね、厳しいですものね。何かふ

るさと納税みたいな感じで、地方だとこ

ういうのも結構ありそうだけれども、足

立区でぱっと出てこないですね。 

○高齢者栄養施策推進担当 あと、友好

姉妹都市もちょっと見てはみたのですが、

ジュースとかお米とか。 

○中村委員 お菓子類はあるのだよね。

伊興に。伊興本町に、吉永製菓というの

があるしね。 

○伊藤委員 これに、でも関連しないと

駄目なんだよね。 

○吉清部会長 そうなんですよね。 

○高齢者栄養施策推進担当 なるべく、

そうですね。 

○吉清部会長 何か関連付けてあるとい

いのですけれどもね。 

○中村委員 キッチン用品ならたしか、

伊興何丁目かに鈴島という会社があって、

スポンジをやっているのですよ。あれに、

彼に聞けば分かるのだけれども。そうす

ると洗剤をつけて洗うスポンジとか、い

ろいろなスポンジをやっているから、何

か役に立つかもしれない。 

○高齢者栄養施策推進担当 そうですね。 

○吉清部会長 あと何か、花畑の方でし

たか。バウムクーヘンか何かの。 

○中村委員 ありますね。 

○吉清部会長 あれは、これにかすって

いるのですか。たんぱく質。バウムクー

ヘンは。 

○高齢者栄養施策推進担当 たんぱく質、

あります。 

○吉清部会長 卵で大丈夫ですよね。そ

ういうのとか。ナガサキ屋というのでし

たっけ。 

○高齢者栄養施策推進担当 島田屋でし



たっけ。 

○瀬崎課長 島田屋です。 

○吉清部会長 結構有名なのですよね。 

○瀬崎課長 有名ですね。贈答用。 

○吉清部会長 ネームバリュー的に「お

っ」というのがあれば。 

○瀬崎課長 イメージが湧きやすいです

よね。 

○吉清部会長 あとは、どうでしょうか。

そんなところですかね、アイテムは。バ

ウムクーヘンくらいしか出なくて、申し

訳ありません。 

○高齢者栄養施策推進担当 貴重なご意

見、ありがとうございます。 

○吉清部会長 では、ぱく増しについて

は、以上で大丈夫ですか。ありがとうご

ざいます。 

 以上で今回の案件は終了なのですが、

この会は１５時半まで、もう少しお時間

がありますので、冒頭少しご案内させて

いただきました、この部会の名称なので

すが、介護予防・日常生活支援総合事業

部会というところですので、今、介護予

防について主にお話をしていただいたと

ころでございます。総合事業部会という

ところの名称もあるので、日常生活支援

総合事業についても、第２回、次回が２

月くらいの予定ですかね。 

○事務局 今のところはその頃を検討し

ています。 

○吉清部会長 それに向けて、先ほど黒

川係長がおっしゃっていた、実態把握検

討会でこのＰＲ品というのですかね、配

布物の少し検討をしていただいたという

お話がありましたが、日常生活支援総合

事業に関しても、実は河内係長と私も入

っている、各ホウカツのブロックから２

名ずつホウカツに選出していただいて、

検討会を定期的に行っているところです

ので、その話も少しさせていただいて大

丈夫ですか。 

○瀬崎課長 今回、介護予防ではあるの

ですが、やはり目的としては１つ、私ど

ものＺｏｏｍのほうは社会参加とつなぐ、

活動の幅を広げるところもあって、そう

いった事業に興味を持ってもらうための

ホウカツが実態把握していくときのツー

ルとしては、ぱく増しのアイテムがある。 

 ただ、区ですとかホウカツが行くだけ

だと届かない人たちとか、そういったと

ころは、もしかすると友愛クラブさんと

かシルバー人材センターさんとかのネッ

トワークを一緒に協力させていただいて、

普段触れていない人たちにも届くような

連携ができたらいいのかなと思うので、

そういったところにつながるようなかた

ちでお話を進められたらいいのかなと思

うのですが。 

 なので、ちょっと頭出しだけしていた

だいて、私、一旦退席するのですが、引き

続きよろしくお願いします。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

７５歳以上の方がこれからどんどん増え

ていく中で、団塊の世代の方が達する年

代というのが２０２５年。もう２年も切

ってしまった状況で、これから一気に介

護とか医療費がますます費用が上がるの

ではないかというふうに言われていて、

あとは、ケアマネージャーさんもすごく

不足していたりとか、あとヘルパーさん

の高齢化とか、担い手不足と、介護業界

の担い手不足などと言われています。そ

の支援をする方自体が不足してしまうと、

軽度者の方のご支援がなかなか回らない

という状況にもなりかねないので、それ

がますます今後、危険な域に達してくる



のではないかなというところがどうして

もありますので、シルバー人材センター

の会員の皆様も、お仕事をしながら介護

予防みたいなかたちだと思うのですが、

そういった事業をもう少し区と連携しな

がらやっていければというところで、今、

河内係長のところと、あと基幹と各ホウ

カツのところで検討を進めているところ

です。 

 例えば、今日、賀川先生がいらっしゃ

らないのですが、苑田病院などだと急性

期の病院ですので、真に治療が必要な方

を受け入れて、治療が終わったら今度、

リハビリ病院に転院して、すごく回復し

たら今度在宅に戻るという流れがあると

思うのですが、回復したらしたで、軽度

者扱いになってしまうので、介護認定上

は要支援１、２とか。そこら辺になるの

がすごくベストなのですが、ただ、軽度

者の方に対してのケアマネージャーさん

のケアプランの引き受け手が、なかなか

ない。 

 だから、介護保険を使わなくても、例

えば支援できるような体制がどうしても

必要なのですよね。そうすると、例えば

シルバーさんの情報をいただいて、家事

支援とかをされていますものね。そうい

うのをもっともっと拡大していったりと

か、あとは友愛クラブさんの会員さんが、

友愛クラブに所属しながらも、例えばシ

ルバーさんに登録いただいたり、ほかの

団体を創出して、家事支援をしていただ

いたり。そこで少し賃金なども頂きなが

ら、生きがいづくりに結びつけていける

ような取組みを検討している最中ですの

で、２回目に向けて、少しまた検討を重

ねて、２回目の部会のときに報告できれ

ばいいかなというところで進めている最

中です。またお話しさせていただきます

ので、ぜひご協力いただければと思いま

す。ちょっと頭出しだけさせていただい

たところでございます。 

○中村委員 だから、あれでしょう。今、

苑田の例が出たけれども、在宅に戻った

ときに、でしょう。だから、我田引水する

ようだけれども、友愛クラブに入ってく

れればいいのだよ。そうすればいろいろ

な教室をやっているし、グラウンドゴル

フもやっているし、カローリングもやっ

ているし。腰が悪くたって座って投げら

れるし。輪投げだってできるし、そうい

うのもやっているから入ってもらって、

そういうことになると、友愛クラブも人

数が増えるし、助かるよね。せっかく教

室をやって、いつものメンバーだけでは

もったいないもの。 

 せっかくやっているのだから、いろい

ろ。書道教室とか、気功教室とかね。太極

拳よりもっと軽いです。呼吸の問題だか

ら。そういうのもあるしね。無料でやっ

ているのだから、そういうところに来て

もらったり、何かしてやるといいのだよ。

ただ、やはりクラブを維持しなければな

らないから、会費がかかるのだよね。そ

れで嫌だという人がいるわけよ。 

 だから、ここで言っていいかどうか分

からないけれども、私はいつも説明して

いるの。高齢者と一概に言うけれども、

本当に手助けがなければいけない高齢者

と、友愛クラブに入っているように会費

を払っても、誰かのためになるあれをや

っているのと、もう１つ、住区へ、麻雀と

かカラオケとか、中には掛け持ちしてい

るのもいるのだから、そういう人。嫌だ

ったら、やはり帰ってしまう。それと、こ

の３種類あるよと言ってね、だから、誰



かのために役に立つ友愛クラブに入って

くださいと、私いつもね、言うのです。な

かなか思うようにはいきませんけれども。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

シルバーさんとかは、会員の方、提供す

る側の方が、人数が足りないとか、十分

だとか、そこら辺の今の状況というのは

どんな感じですか。 

○石引委員 その辺はうまく行っていま

すね。だいたい７割が公共事業、３割が

商業施設からの求めなのですが、だいた

いいつもうまくいっているのですよね、

人数的にも。少し収入を増やしたい方は

ダブルでやっている方もいらっしゃいま

す。……こちらもやってみないかと言う

と。平均年齢が７６歳くらいなのです。

８０を過ぎても就業している方はいっぱ

いいるのですよ、うちの場合はね。 

 ところが会員として入ってこられて、

もう２年でアウトの人もいるのですよ。

認知が始まるとか体力の低下、動けない

とかね。そういうのはありますね。だか

ら、４５年目なのですが、毎回そういう

のと向き合ってきていますから、かなり

レギュレーションにしても仕事にしても、

結構頑張っていますね。 

○吉清部会長 ありがとうございます。 

○高齢者栄養施策推進担当 高齢化して

いく中で、シルバーの登録者というのは。 

○石引委員 ３，３００人。 

○高齢者栄養施策推進担当 ３，３００

人。増えているのですか。 

○石引委員 少し停滞しましたね。コロ

ナの関係で。要するに集まるときに、高

齢者ですから、ほかに少しいろいろ持っ

ている方もいらっしゃるから、あまり出

て歩きたくないということで、一気にコ

ロナが始まって、がたっと来ました。今、

どんどんどんどん持ち直しています。 

○中村委員 家族も出さないしね、あの

当時はね。行くなと。おばあちゃん行く

なよと。会議があってもね。何かやって

も、おばあちゃん、罹ったら大変だから

行くなよと、こう言うわけ。だから行か

ないでしょう。しようがないから手分け

して、電話をかけて安否確認をしたんで

すよ。そうしたら、長いの。このときとば

かりに話が延々と。またつながって、特

に女性ね。つながって切るのに困ってし

まう。 

○石引委員 これは申し上げていいのか

どうか分からないですが、昨年１年間で

うちの会員で亡くなった方が２５名。そ

れまで活発に動いていてコロナも関係な

かったとき、これは１２名とか１３名。

コロナになってから増えました。だから

といって、あれに罹ったわけではないの

です。ちょっと不思議に思っている。あ

と、コロナが怖くて、仕事をちょっと中

断してうちにこもりますという人は、逆

に罹っている人が多かったです。これは

統計を取ってみると、これは耐性の問題

です。年中活発に外にいる人は元気で、

８０歳を超えても一生懸命仕事をしてい

ましたけれどもね。逆に家にこもってし

まった方のほうが罹っていましたね。 

○吉清部会長 そういうものなのですね。 

○石引委員 私もよく分からないですが、

計算ではそうなっていますから、恐らく

耐性の問題ではないかと。 

○吉清部会長 今コロナの話が出たので

介護保険の関係でも、介護認定は対面で

調査するのですが、それがコロナで免除

されていたのですが、今回５類に、ゴー

ルデンウイーク明けですね、変わってか

ら、更新の手続きをしないといけないし、



介護サービスを使うのは対面なので、控

えていた方が一気に申請するという方が、

すごい増えている状況があります。 

 なので、恐らくなのですが、介護保険

の申請をしてから認定が出るまで今、結

構かかっていますよね。だから、デイサ

ービスとか使うのにも認定結果が出てか

らでないとなかなか、暫定だとちょっと

怖いところもあるので、結構２か月くら

い、場合によっては。本当は１か月で出

さなければいけないという決まりなので

すが、出ない状況もあるので。今後申請

する方が増えてくると思うので、ますま

す認定結果が出るまでに時間がかかるし、

それまでのつなぎというところでは、石

引さんのところに電話が行って、ちょっ

と支援してもらえないかというお声がき

っと増えるのではないかなというふうに

思っています。 

○石引委員 うちは認知や体力の低下で

脱会というか、もう会員をやめます、や

めてください、も両方あるのですが、そ

うすると、必ず今、ホウカツさん２５あ

ると思うのですが、うちは４つのブロッ

クに分かれているのです。西部、東部、南

部等、４つのブロックに分かれているの

ですが、その中で近隣のホウカツさんに、

その近隣に住んでいるわけですから、報

告は入れていますね。 

 そういう連携をしつつ、お世話になっ

ていますからね。かなり、そういう意味

では。 

○吉清部会長 では、今回次第になかっ

た、最後お話しさせていただきましたが、

急遽放り込んでしまって申し訳なかった

です。ありがとうございます。では、時間

もなかなか迫っているところですので、

もしよかったら今日の感想も一言ずつい

ただければと思うのですが。 

 伊藤さんから。 

○伊藤委員 Ｚｏｏｍの体操教室、もっ

と私のイメージは参加者が多いイメージ

だったのですが、きっとハードルが高い

のだなというところは改めて感じました。 

 ただ、いろいろな取組みの中で少しず

つ定着させていくということも非常に大

事だと。やはり高齢の方だと、なかなか

この間聞いたけれども忘れているという

のは、認知とかではなくても、もちろん

年齢的なものであるし、そこは何回も何

回も繰り返し参加してもらうというとこ

ろで、定着していってもらえれば。それ

こそ、ぱく増しもそうですが、何回も聞

いて、あれだった、これくらい取らなけ

ればみたいな感じで、定着させていくた

めの事業の一つ一つだと思っているので、

すごくいい取組みをしていると思うので、

引き続き頑張ってやっていただき、私た

ちもできるだけ協力できたらなというふ

うに思っています。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

お願いします。 

○石引委員 高齢者と向き合う私どもの

ような企業としては、どれだけ、今日ま

だ初めてですが、なかなかうまく説明で

きなかったですが、逆に得るものが多か

った、皆さんの意見で。非常によかった

です。ありがとうございました。 

○吉清部会長 ありがとうございました。 

 では中村さん、お願いします。 

○中村委員 友愛クラブ連合会の代表で

すから、一応当事者なのですよね、全て

の。高齢者だから。でも、やはりこういう

会議に出たりなどすることが非常に結構

なことで、これが１つの長生きの秘訣だ

と私は思っているのです。ですから、大



いに年寄りもいろいろな会議、その他、

いろいろな行事へどんどん出ていってほ

しいと。引っ込んでしまわないでね。そ

うすればいいのではないかなというふう

には漠然と考えていますが。 

○吉清部会長 ありがとうございます。

今日、２人の委員の方が残念ながら欠席

だったのですが、日頃から地域包括ケア

推進課さんとは連携を深めさせていただ

いて事業を進めているところなのですが、

やはり社会福祉協議会だけでも駄目だし、

ケア課さんだけでもなかなか難しいとこ

ろがありますので、こういった会、今回

いろいろ議論を深められたのはすごく私

にとってもプラスになりましたので、今

後とも、こういった活発な議論を深めて

いかれればなと思っております。 

 今日初めての私、部会長で、不慣れな

点で大変ご迷惑おかけしたところ、申し

訳ございませんでした。今後ともよろし

くお願いしたいと思います。ありがとう

ございます。 

 そうしたら、この後は、お戻ししたい

と思います。ありがとうございます。 

○事務局 本日はお忙しいところご参加

いただき、ありがとうございました。以

上をもちまして終了とさせていただきま

すが、区からお支払いする謝礼につきま

しては、推進会議で頂いている口座振替

依頼書の記載の口座のほうに振り込ませ

ていただきたいと思いますが、よろしい

でしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、これにて会議を終了とさせ

ていただきたいと思います。本日はどう

もありがとうございました。 

 


